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〈編集後記〉

今回の研究ノートにおいて、高橋英史先生からは、従来のs波超伝導とは異なり、極性構
造を持つトポロジカル半金属である3元系化合物EuAuBiにおいて、磁性と超伝導が共存す
る新しい現象の発見について、また村川寛先生からは、磁場の方向に依存して電気抵抗率が
何桁も変化する異方的な巨大磁気抵抗効果を示す層状磁性半導体CeTe1.83Sb0.17の発見につ
いての研究成果に関してご寄稿していただきました。このように貴重な研究テーマに触れる
ことで大いに刺激を受け、私たちの理解も深まり、新たな知識を得る機会となりました。
また談話室において、2023年10月に理学研究科物理学専攻に着任されたばかりの高田真太郎
先生から、自己紹介を兼ねてこれまでの研究や、最近取り組んでおられる単一飛行電子を用いた
量子電子光学実験に関する研究をご紹介していただきました。情報科学研究科の塩見準先生から
は、量子コンピュータの大規模実装の実現においては極低温環境は不可欠であり、ご自身の研究
プロジェクトと低温センターとのかかわりの重要性について詳しくご紹介していただきました。
貴重な時間を割いてご執筆賜りました先生方に厚く御礼申し上げます。
最後になりましたが、低温センターは50年以上にわたり液体ヘリウムや窒素の供給を通じ
て教育・研究を支えてきました。2023年4月にコアファシリティ機構・低温科学支援部門と
して新たな一歩を踏み出し、現在は様々な事業拡大が推進されています。そしてその一環と
して取り組んできた「公的機関や民間企業に対するヘリウム液化事業の推進とリサイクルシ
ステムの構築」が高く評価され、この度「大阪大学賞」を受賞されました。誠におめでとう
ございます。液体ヘリウムは低温研究において欠かせない要素であり、その供給が確保され
ることで、先端技術の発展に大きく貢献しています。今後も、低温科学支援部門の皆様方の
ご支援のもと、さらなる研究の発展と成果の創出が成されることを心から祈念しております。
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